
3 基本的な介護の方法

（１）利用者の尊厳ある暮らしと
自立支援
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利用者の尊厳ある暮らしと自立支援

• 日本国憲法第13条では「すべて国民は、個人として尊重される。生命、自由
及び幸福追求に対する国民の権利については、公共の福祉に反しない限り、
立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする」と個人の尊重をうたっ
ています

国民皆様に与えられている人生においての権利です。
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利用者の尊厳ある暮らしと自立支援

• 介護が必要になっても、日本国憲法第13条は国民皆さまに与えられる権利です

• その為に、介護保険制度があり介護を受けられる方の自由及び幸福追求に対す
る国民の権利を守る為私たち介護職員がいます
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利用者の尊厳ある暮らしと自立支援

• 介護を受ける利用者は、一人ひとり違いがあり、生活様式、価値観を尊重しな
がらその人らしい生活が送れることが大切です

• 私達（介護職員）は、利用者が生きている喜びを実感できるような生活を目
指していくことが求められてきます
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利用者の尊厳ある暮らしと自立支援

①利用者のできることを見つける

• 介護が必要であっても、支援をしすぎると利用者の生きる力を奪ってしまい

ます。その為、生活状況を観察し、できる能力を見つける努力をしていきます。

又、生きる喜びを引き出す為に利用者の楽しみにしていることや喜んでいる

こととは何かを観察し、話を伺ったりする中で、ヒントとなることを見つけ支

援につなげていきます
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利用者の尊厳ある暮らしと自立支援

②利用者の生活の質（QOL）

介護における生活の質（Quality of Life)とは、利用者の生活に対する満足

度や幸福感を高めていく＝人生の質とも考えられる。心身機能の向上だけにと

どまらず、その人が生きる意欲につながるはたらきかけをする必要がある

支援者（私達）には共感する力や想像力が求められてきます
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利用者の尊厳ある暮らしと自立支援

③ノーマライゼーション

ア、 ノーマライゼーションとは

高齢者や障害者等が人としての尊厳が守られ、社会や地域の中で生活を送

ることができることができることを目指す考え方

7



利用者の尊厳ある暮らしと自立支援

イ、 ノーマライゼーションの考え方

１９５０年にデンマークのバンク・ミケルセンが提唱し、知的障碍者が社会の

中で普通の生活ができるような法律を作った

現在の福祉サービスを必要とする人々すべてが対象であり、ノーマライ

ゼーションの考え方は人間の尊厳を守ることを基本としています
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利用者の尊厳ある暮らしと自立支援

ウ、 ノーマライゼーションを実現するために

交通、建物、道路など環境のバリアフリー化（障壁をなくす）や差別や偏見を

なくす心のバリアフリー化が進められています

すべての人にって使いやすいように考慮しデザインされたユニバーサルデ

ザインの商品がもちいられています

例えばどんなものがあるでしょう、、、
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利用者の尊厳ある暮らしと自立支援

• ノーマライゼーションの取り組みは身近なものがたくさんあります

例えば

自動ドア シャンプー容器の突起 点字ブロック ノンステップバス

ピクトグラム ジャムの容器や蓋 駅の改札 音響装置付き信号
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利用者の尊厳ある暮らしと自立支援

④自立に向けた介護の考え方

• 自立支援

「自立」とは「人が要支援・要介護状態になっても、可能な限りできる範囲で、
可能な限り自分らし生活を営むこと、自分の人生に主体的・積極的に参画し
自分の人生を自分自身で創っていくこと」と定義付けることができます。何
らかの支援を受けながらも、自分らしく生きていくことが「自立」において何
より重要な要素であり、そのための支援が「自立支援」です
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利用者の尊厳ある暮らしと自立支援

• 介護予防とは

介護予防とは、高齢者一人ひとりができる限り要介護状態等にならずに、自
立した日常生活を営むことができるように支援することを目的として行われ
るものです

• 具体的には、、

 ・高齢者が要介護状態になることをできる限り防ぐ（発生を予防）

 ・要介護状態になっても、状態がそれ以上に悪化しないように（維持・改善を図
る）、一人ひとりが生きがいを持って生活できるように支援する
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利用者の尊厳ある暮らしと自立支援

⑤高齢者虐待

• 家庭内や介護施設内で起きる高齢者に対する虐待のこと

• 少子高齢化等で介護を必要とする高齢者が増え虐待も増えてきている

高齢者虐待の特徴

  自分の人生を自分で決め、周囲からそのいしを尊重されること、つまり人生
を尊厳をもって過ごすことは、介護の必要の有無に関わらず誰しもが望むこ
とです。しかし現実には、家族や親族等が高齢者の人権を侵害する「高齢者虐
待」が問題となっています
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利用者の尊厳ある暮らしと自立支援
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利用者の尊厳ある暮らしと自立支援

厚生労働省ホームページより引用
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利用者の尊厳ある暮らしと自立支援

• 高齢者虐待は虐待と自覚していない介護者も多く、虐待を受けている高齢者

も「面倒をかけてる自分が悪い」と思い込み、問題が表面化してこないことが

多くあります

• 虐待には、介護疲れや経済的困窮、人間関係のもつれなど様々な要因が背景

にあることを理解し、介護者が追い詰められ、虐待とならないように早期に

気づくことが求められます
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【虐待を発見した時の対応】
• 高齢者の尊厳と命を守るため「高齢者虐待防止法」（高齢者虐待の防止、高齢者の

養護者に対する支援等に関する法律）では、家庭内や高齢者施設で虐待が疑われる

場面を発見した時は、速やかに区市町村に通報することとなっています

• 通報を受けた区市町村は、虐待防止や高齢者を保護するための適切な措置を取り、

事実確認を行います

• 高齢者虐待は誰の身近にも起こりうる問題です。あなたの発見により、虐待深刻化

を防ぐことができるかもしれません

• 何か気が付いたら、地域包括支援センターまたは区市町村の窓口に相談しましょう
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グループワーク（自立支援）

•あなたは85歳の母と一緒に暮らしています。日々

の生活の中でどのようなことが自立支援につなが

ると思いますか？

グループワークで話し合ってみましょう
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